
　

お
天
気
と
も
な
れ
ば
「
い

　

お
天
気
と
も
な
れ
ば
「
い

ざ
鎌
倉
」
と
ば
か
り
小
町
通

ざ
鎌
倉
」
と
ば
か
り
小
町
通

り
は
人
、
人
、
人
で
あ
り
ま

り
は
人
、
人
、
人
で
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
小
町
で
す
が
、

す
。
そ
ん
な
小
町
で
す
が
、

か
つ
て
賑
わ
い
を
み
せ
た
大

か
つ
て
賑
わ
い
を
み
せ
た
大

町
に
対
し
て
の
呼
び
名
で
あ

町
に
対
し
て
の
呼
び
名
で
あ

っ
た
の
で
す
。
本
覚
寺
周
辺

っ
た
の
で
す
。
本
覚
寺
周
辺

は
鎌
倉
時
代
、
今
の
小
町
通

は
鎌
倉
時
代
、
今
の
小
町
通

り
並
に
賑
わ
い
、
多
く
の
人

り
並
に
賑
わ
い
、
多
く
の
人

で
あ
ふ
れ
て
い
た
こ
と
で
し

で
あ
ふ
れ
て
い
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
そ
こ
に
佐
渡
流
罪
か

ょ
う
。
そ
こ
に
佐
渡
流
罪
か

ら
や
っ
と
鎌
倉
に
戻
っ
た
日

ら
や
っ
と
鎌
倉
に
戻
っ
た
日

蓮
上
人
が

蓮
上
人
が
夷え

び
す
ど
う

え
び
す
ど
う堂

（
当
初
は
天

（
当
初
は
天

台
宗
系
寺
院
）
を
拠
点
と
し

台
宗
系
寺
院
）
を
拠
点
と
し

て
辻
説
法
を
行
う
な
ど
し
て

て
辻
説
法
を
行
う
な
ど
し
て

布
教
を
再
開
さ
れ
た
の
が
、

布
教
を
再
開
さ
れ
た
の
が
、

現
在
の
本
覚
寺
さ
ま
で
す
。

現
在
の
本
覚
寺
さ
ま
で
す
。

　

本
覚
寺
の
仁
王
門
は
江
戸

　

本
覚
寺
の
仁
王
門
は
江
戸

時
代
に
造
ら
れ
た
楼
門
で
、

時
代
に
造
ら
れ
た
楼
門
で
、

道
の
辻（
角
）に
面
し
て
い
る

道
の
辻（
角
）に
面
し
て
い
る

の
で
と
て
も
よ
く
目

の
で
と
て
も
よ
く
目

立
ち
ま
す
。そ
の
仁
王

立
ち
ま
す
。そ
の
仁
王

門
に
仁
王
さ
ま
が
睨

門
に
仁
王
さ
ま
が
睨

み
を
き
か
せ
て
お
ら

み
を
き
か
せ
て
お
ら

れ
ま
す
。

れ
ま
す
。
仁に

王お
う
お
う

と
は
と
は

も
と
も
と

も
と
も
と
執

し
ゅ
う

し
ゅ
う

金こ
ん
こ
ん

剛ご
う
ご
う

神じ
ん
じ
ん

と
い
う
１
体
の
神
だ

と
い
う
１
体
の
神
だ

っ
た
が
、
後
に

っ
た
が
、
後
に
金こ

ん
こ
ん

剛ご
う
ご
う

力り
き
り
き

士し

と
な
っ
て

と
な
っ
て
阿あ

吽う
ん
う
ん

の
二
形
に
わ
か
れ
、

の
二
形
に
わ
か
れ
、

２
体
で
１
対
に
な
る
こ
と
か

２
体
で
１
対
に
な
る
こ
と
か

ら
仁
王（
二
王
）と
呼
ば
れ
る

ら
仁
王（
二
王
）と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

執
金
剛
神
は
昔
、
あ
る
国

　

執
金
剛
神
は
昔
、
あ
る
国

の
王
子
に
生
ま
れ
ま
し
た

の
王
子
に
生
ま
れ
ま
し
た

が
、
釈
尊
の
近
く
に
仕
え
る

が
、
釈
尊
の
近
く
に
仕
え
る

こ
と
を
希
望
し
て
金
剛
力
士

こ
と
を
希
望
し
て
金
剛
力
士

と
な
り
、
仏
教
の
守
護
神
と

と
な
り
、
仏
教
の
守
護
神
と

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
す
。

　

こ
の
２
体
の
金
剛
力
士
像

　

こ
の
２
体
の
金
剛
力
士
像

は
阿
行
と
吽
形
と
呼
び
、
阿

は
阿
行
と
吽
形
と
呼
び
、
阿

形
は
口
を
開
き
、
吽
行
（
当

形
は
口
を
開
き
、
吽
行
（
当

像
）
は
口
を
閉
じ
ま
す
。
阿

像
）
は
口
を
閉
じ
ま
す
。
阿

形
は
五
十
音
の
は
じ
ま
り
の

形
は
五
十
音
の
は
じ
ま
り
の

「
あ
」で
あ
り
、
吽
形
は
最
後

「
あ
」で
あ
り
、
吽
形
は
最
後

の「
ん
」を
あ
ら
わ
し
て
い
ま

の「
ん
」を
あ
ら
わ
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
万
物
の
根
元
と

す
。
つ
ま
り
万
物
の
根
元
と

終
局
を
意
味
し
、
阿
は
真
理

終
局
を
意
味
し
、
阿
は
真
理

へ
の
到
達
を
、
吽
は
悪
の
門

へ
の
到
達
を
、
吽
は
悪
の
門

を
閉
ざ
し
て
罪
悪
を
遮
断
す

を
閉
ざ
し
て
罪
悪
を
遮
断
す

る
役
割
が
あ
る
よ
う
で
す
。

る
役
割
が
あ
る
よ
う
で
す
。

俗
に「
阿
吽
の
呼
吸
」と
い
わ

俗
に「
阿
吽
の
呼
吸
」と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
ぴ
っ
た
り
と

れ
る
よ
う
に
、
ぴ
っ
た
り
と

合
っ
た
呼
吸
で
悪
い
も
の
を

合
っ
た
呼
吸
で
悪
い
も
の
を

　

鎌
倉
市
山
ノ
内
の
鎌
倉
学

　

鎌
倉
市
山
ノ
内
の
鎌
倉
学

園
中
学
・
高
等
学
校
（
竹
内

園
中
学
・
高
等
学
校
（
竹
内

博
之
校
長
・
生
徒
数
約
１
４

博
之
校
長
・
生
徒
数
約
１
４

０
０
人
）
が
、
校
内
で
募
金

０
０
人
）
が
、
校
内
で
募
金

活
動
を
行
い
、
そ
の
資
金
で

活
動
を
行
い
、
そ
の
資
金
で

ベ
ト
ナ
ム
中
部
ク
ア
ン
ナ
ム

ベ
ト
ナ
ム
中
部
ク
ア
ン
ナ
ム

省
に
あ
る
ホ
ア
ン
ヴ
ァ
ン
ト

省
に
あ
る
ホ
ア
ン
ヴ
ァ
ン
ト

ゥ
小
学
校
に
新
校
舎
を
建
設

ゥ
小
学
校
に
新
校
舎
を
建
設

し
た
。
開
校
式
が
３
月

し
た
。
開
校
式
が
３
月
2727
日

に
行
わ
れ
、
同
校
の
第
４
回

に
行
わ
れ
、
同
校
の
第
４
回

ベ
ト
ナ
ム
研
修
旅
行
（
３
月

ベ
ト
ナ
ム
研
修
旅
行
（
３
月

2323
日
〜
日
〜
3030
日
）
に
参
加
し
た

日
）
に
参
加
し
た

中
学
３
年
と
高
校
１
年
の

中
学
３
年
と
高
校
１
年
の
6363

人
が
出
席
し
た
。

人
が
出
席
し
た
。

　

同
学
園
で
は
２
０
１
５
年

　

同
学
園
で
は
２
０
１
５
年

か
ら
中
学
３
年
か
ら
高
校
２

か
ら
中
学
３
年
か
ら
高
校
２

年
ま
で
の
希
望
者
が
海
外
研

年
ま
で
の
希
望
者
が
海
外
研

修
旅
行
を
行
っ
て
お
り
、
２

修
旅
行
を
行
っ
て
お
り
、
２

０
１
６
年
の
参
加
者
か
ら
ベ

０
１
６
年
の
参
加
者
か
ら
ベ

ト
ナ
ム
の
た
め
に
で
き
る
こ

ト
ナ
ム
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

と
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

出
て
、
募
金
活
動
を
始
め
る

出
て
、
募
金
活
動
を
始
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
と
に
な
っ
た
。

　

ア
ジ
ア
で
学
校
建
設
を
し

　

ア
ジ
ア
で
学
校
建
設
を
し

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
ベ

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ら
ベ

ト
ナ
ム
で
校
舎
の
老
朽
化
に

ト
ナ
ム
で
校
舎
の
老
朽
化
に

加
え
、
水
害
で
教
室

加
え
、
水
害
で
教
室

が
水
没
す
る
た
め
、

が
水
没
す
る
た
め
、

高
台
に
新
校
舎
の
建

高
台
に
新
校
舎
の
建

設
を
願
う
小
学
校

設
を
願
う
小
学
校

の
紹
介
を
受
け
、
昨

の
紹
介
を
受
け
、
昨

年
１
月
新
校
舎
建
設

年
１
月
新
校
舎
建
設

の
た
め
の
募
金
活
動

の
た
め
の
募
金
活
動

「
バ
ン
タ
ン
プ
ロ
ジ

「
バ
ン
タ
ン
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ

ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ

せ
、
募
金
活
動
を
続

せ
、
募
金
活
動
を
続

け
た
。「
バ
ン
タ
ン
」

け
た
。「
バ
ン
タ
ン
」

は
ベ
ト
ナ
ム
語
で

は
ベ
ト
ナ
ム
語
で

「
親
友
」の
意
味
。

「
親
友
」の
意
味
。

　

生
徒
は
じ
め
、
Ｏ
Ｂ
や
保

　

生
徒
は
じ
め
、
Ｏ
Ｂ
や
保

護
者
、
教
職
員
か
ら
の
募
金

護
者
、
教
職
員
か
ら
の
募
金

と
、
学
園
祭
の
模
擬
店
の
売

と
、
学
園
祭
の
模
擬
店
の
売

り
上
げ
な
ど
２
年
間
に
約
４

り
上
げ
な
ど
２
年
間
に
約
４

５
０
万
円
が
集
ま
り
、
そ
の

５
０
万
円
が
集
ま
り
、
そ
の

募
金
で
、
５
教
室
と
教
員

募
金
で
、
５
教
室
と
教
員

室
、
ト
イ
レ
が
建
設
さ
れ

室
、
ト
イ
レ
が
建
設
さ
れ

た
。
校
舎
は
避
難
所
も
兼
ね

た
。
校
舎
は
避
難
所
も
兼
ね

て
い
る
と
い
う
。

て
い
る
と
い
う
。

　

2727
日
は
現
地
で
午
前
中
、

日
は
現
地
で
午
前
中
、

開
校
式
が
行
わ
れ
、
午
後
は

開
校
式
が
行
わ
れ
、
午
後
は

運
動
会
な
ど
で
現
地
の
児
童

運
動
会
な
ど
で
現
地
の
児
童

ら
と
交
流
し
た
。

ら
と
交
流
し
た
。

　

開
会
式
の
企
画
・
進
行
班

　

開
会
式
の
企
画
・
進
行
班

の
榊
原
慧
く
ん
（
参
加
時
高

の
榊
原
慧
く
ん
（
参
加
時
高

校
１
年
）
は
「
自
分
た
ち
の

校
１
年
）
は
「
自
分
た
ち
の

募
金
が
目
に
見
え
る
校
舎
と

募
金
が
目
に
見
え
る
校
舎
と

な
り
、
現
地
の
人
た
ち
が
喜

な
り
、
現
地
の
人
た
ち
が
喜

ん
で
い
る
姿
に
感
動
し
た
」

ん
で
い
る
姿
に
感
動
し
た
」

と
計
画
の
実
現
を
喜
ん
だ
。

と
計
画
の
実
現
を
喜
ん
だ
。

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
班
で
ダ

　

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
班
で
ダ

ン
ス
を
披
露
し
た
杉
本
遥
哉

ン
ス
を
披
露
し
た
杉
本
遥
哉

く
ん（
参
加
時
中
学
３
年
）は

く
ん（
参
加
時
中
学
３
年
）は

「
大
き
な
歓
声
や
拍
手
を
も

「
大
き
な
歓
声
や
拍
手
を
も

ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
言

ら
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
。
言

葉
は
通
じ
な
く
て
も
身
振
り

葉
は
通
じ
な
く
て
も
身
振
り

手
振
り
で
共
感
で
き
た
」

手
振
り
で
共
感
で
き
た
」

と
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

と
交
流
を
楽
し
ん
だ
。

　

担
当
の
田
中
正
幸
教
諭

　

担
当
の
田
中
正
幸
教
諭

は
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
「
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
継
続
し
て
活
動
を
拡
げ

を
継
続
し
て
活
動
を
拡
げ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
で
の
開
校

　

ベ
ト
ナ
ム
で
の
開
校

式
、
活
動
の
様
子
は
６
月

式
、
活
動
の
様
子
は
６
月

1616
・
1717
両
日
の
学
園
祭
で
発

両
日
の
学
園
祭
で
発

表
さ
れ
る
。
入
場
自
由
。
鎌

表
さ
れ
る
。
入
場
自
由
。
鎌

倉
学
園
☎
０
４
６
７
・

倉
学
園
☎
０
４
６
７
・
2222
・

０
９
９
４

０
９
９
４

　

鎌
倉
青
年
会
議
所
（
樋
渡

　

鎌
倉
青
年
会
議
所
（
樋
渡

悠
浩
理
事
長
）
主
催
の
「
第

悠
浩
理
事
長
）
主
催
の
「
第

5050
回
慈
善
茶
会
」
が
５
月

回
慈
善
茶
会
」
が
５
月
1919

日
大
仏
殿
高
徳
院
で
開
催
さ

日
大
仏
殿
高
徳
院
で
開
催
さ

れ
る
。
午
前
８
時
半
か
ら
午

れ
る
。
午
前
８
時
半
か
ら
午

後
３
時
、
雨
天
決
行
。

後
３
時
、
雨
天
決
行
。

　

慈
善
茶
会
は
、
同
会
議
所

　

慈
善
茶
会
は
、
同
会
議
所

が
１
９
６
９
年
か
ら
ま
ち
づ

が
１
９
６
９
年
か
ら
ま
ち
づ

く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
開

く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
開

催
し
て
い
て
今
年

催
し
て
い
て
今
年
5050
回
目
。

回
目
。

　

茶
道
裏
千
家
千
宗
室
家
元

　

茶
道
裏
千
家
千
宗
室
家
元

と
大
仏
殿
高
徳
院
の
協
力
で

と
大
仏
殿
高
徳
院
の
協
力
で

行
わ
れ
、
今
年
は
「
ま
ち
と

行
わ
れ
、
今
年
は
「
ま
ち
と

人
の
軌
跡
を
た
ど
り
、
想
い

人
の
軌
跡
を
た
ど
り
、
想
い

を
紡
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、
慈

を
紡
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、
慈

善
茶
会
の
歴
史
を
振
り
返
る

善
茶
会
の
歴
史
を
振
り
返
る

場
を
設
け
、
ま
ち
と
人
と
の

場
を
設
け
、
ま
ち
と
人
と
の

関
わ
り
を
深
め
る
。

関
わ
り
を
深
め
る
。

　

午
前

　

午
前
1010
時
か
ら
家
元
が
大

時
か
ら
家
元
が
大

仏
様
に
お
茶
を
差
し
上
げ
る

仏
様
に
お
茶
を
差
し
上
げ
る

お
献
茶
式
が
あ
る
。
一
般
の

お
献
茶
式
が
あ
る
。
一
般
の

参
拝
者
は
立
礼
席
で
お
茶
を

参
拝
者
は
立
礼
席
で
お
茶
を

い
た
だ
け
る
。

い
た
だ
け
る
。

　

お
茶
席
で
は
同
会
議
所
会

　

お
茶
席
で
は
同
会
議
所
会

員
ら
が
お
点
前
を
披
露
し
、

員
ら
が
お
点
前
を
披
露
し
、

市
内
の
高
校
の
茶
道
部
の
生

市
内
の
高
校
の
茶
道
部
の
生

徒
ら
が
お
手
伝
い

徒
ら
が
お
手
伝
い

す
る
が
、
本
席
、

す
る
が
、
本
席
、

野
点
席
、
淡
交
会

野
点
席
、
淡
交
会

席
、
点
心
席
は
お

席
、
点
心
席
は
お

茶
券
が
必
要
。

茶
券
が
必
要
。

　

お
茶
券
は
１
万

　

お
茶
券
は
１
万

円
で
、
収
益
を
４
年
前
か
ら

円
で
、
収
益
を
４
年
前
か
ら

毎
年
「
ふ
く
し
ま
浜
街
道

毎
年
「
ふ
く
し
ま
浜
街
道
･

桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
寄
付

桜
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
寄
付

し
て
い
る
。
会
員
が
福
島
県

し
て
い
る
。
会
員
が
福
島
県

の
被
災
地
に
赴
き
道
路
沿
い

の
被
災
地
に
赴
き
道
路
沿
い

に
桜
を
植
樹
す
る
作
業
に
も

に
桜
を
植
樹
す
る
作
業
に
も

参
加
す
る
。

参
加
す
る
。

　

5050
周
年
を
記
念
し
、
近
隣

周
年
を
記
念
し
、
近
隣

の
２
カ
所
で
催
し
物
を
開
催

の
２
カ
所
で
催
し
物
を
開
催

▽
長
谷
別
邸
で
慈
善
茶
会
の

▽
長
谷
別
邸
で
慈
善
茶
会
の

歴
史
を
紹
介
す
る
資
料
、
鎌

歴
史
を
紹
介
す
る
資
料
、
鎌

倉
彫
、
陶
器
の
展
示
。
午
前

倉
彫
、
陶
器
の
展
示
。
午
前

1010
時
〜
午
後
３
時
。
▽
鎌
倉

時
〜
午
後
３
時
。
▽
鎌
倉

能
舞
台
で
中
森
寛
太
さ
ん
の

能
舞
台
で
中
森
寛
太
さ
ん
の

鎌
倉
と
能
に
関
す
る
講
話
。

鎌
倉
と
能
に
関
す
る
講
話
。

午
前
午
前
1111
時
、
午
後
１
時
、
午

時
、
午
後
１
時
、
午

後
３
時
。
入
場
に
は
お
茶
券

後
３
時
。
入
場
に
は
お
茶
券

の
提
示
を
。

の
提
示
を
。

　

潮
見
雅
利
実
行
委
員
長
は

　

潮
見
雅
利
実
行
委
員
長
は

「
気
軽
に
訪
れ
て
日
本
文
化

「
気
軽
に
訪
れ
て
日
本
文
化

に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た

に
親
し
ん
で
い
た
だ
き
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
同
会
議
所
☎

　

問
い
合
わ
せ
同
会
議
所
☎

０
４
６
７
・

０
４
６
７
・
2525
・
５
５
３
８

・
５
５
３
８

（
火
・
木
・
金
午
後
１
〜
５
時

金
午
後
１
〜
５
時
） 　

▼

　

▼
菖
蒲
祭

菖
蒲
祭　

５
日

　

５
日
1010
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
無
病
息
災
な

鶴
岡
八
幡
宮
。
無
病
息
災
な

ど
祈
願
。
舞
楽
の
奉
納
。

ど
祈
願
。
舞
楽
の
奉
納
。

　

▼

　

▼
草
鹿
神
事　

草
鹿
神
事　

５
日
５
日
1313

時
、
鎌
倉
宮

時
、
鎌
倉
宮
。烏
帽
子

烏
帽
子
、直
垂
直
垂

姿
の
射
手
が
古
式
に
則
り
鹿

姿
の
射
手
が
古
式
に
則
り
鹿

を
か
た
ど
っ
た
的
を
射
る
。

を
か
た
ど
っ
た
的
を
射
る
。

　

▼

　

▼
秋
葉
山
大
例
祭　

秋
葉
山
大
例
祭　

2020
日

1111
時
、
材
木
座
の
光
明
寺
。

時
、
材
木
座
の
光
明
寺
。

　

▼

　

▼
徳
崇
権
現
祭

徳
崇
権
現
祭　

2222
日
1313

時
、
宝
戒
寺
。
北
条
一
族
の

時
、
宝
戒
寺
。
北
条
一
族
の

慰
霊
供
養
。

慰
霊
供
養
。

　

▼

　

▼
白
旗
神
社
例
祭

白
旗
神
社
例
祭　

2828
日

1010
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の

白
旗
神
社
。

白
旗
神
社
。

　

▼

　

▼
茶
筅
供
養

茶
筅
供
養　

2828
日
1010
時

半
、
建
長
寺
茶
筅
塚
。

半
、
建
長
寺
茶
筅
塚
。

　

４
月
を
終
え
て
、

　

４
月
を
終
え
て
、

新
入
学
や
新
学
期
を

新
入
学
や
新
学
期
を

迎
え
た
子
ど
も
た
ち

迎
え
た
子
ど
も
た
ち

も
新
し
い
生
活
に
少

も
新
し
い
生
活
に
少

し
慣
れ
て
き
た
頃
で

し
慣
れ
て
き
た
頃
で

し
ょ
う
か
▼
新
し
い
友
人
が

し
ょ
う
か
▼
新
し
い
友
人
が

で
き
る
と
新
し
い
呼
び
名
が

で
き
る
と
新
し
い
呼
び
名
が

生
ま
れ
た
り
し
ま
す
▼
慣
れ

生
ま
れ
た
り
し
ま
す
▼
慣
れ

親
し
ん
だ
呼
称
が
変
わ
る
の

親
し
ん
だ
呼
称
が
変
わ
る
の

に
少
し
戸
惑
い
を
感
じ
た
経

に
少
し
戸
惑
い
を
感
じ
た
経

験
を
持
つ
人
も
い
る
の
で
は

験
を
持
つ
人
も
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
▼
来
年
の

な
い
で
し
ょ
う
か
▼
来
年
の

５
月
に
は
「
平
成
」
か
ら
新

５
月
に
は
「
平
成
」
か
ら
新

し
い
元
号
に
な
り
ま
す
。
今

し
い
元
号
に
な
り
ま
す
。
今

か
ら
様
々
な
変
更
手
続
き
に

か
ら
様
々
な
変
更
手
続
き
に

追
わ
れ
て
い
る
人
も
お
ら
れ

追
わ
れ
て
い
る
人
も
お
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
▼
「
名
は
体

る
と
思
い
ま
す
▼
「
名
は
体

を
表
す
」
と
も
い
い
ま
す

を
表
す
」
と
も
い
い
ま
す

が
、「
内
外
、
天
地
と
も
平

が
、「
内
外
、
天
地
と
も
平

和
が
達
成
さ
れ
る
」
と
い
う

和
が
達
成
さ
れ
る
」
と
い
う

願
い
は
叶
っ
た
で
し
ょ
う
か

願
い
は
叶
っ
た
で
し
ょ
う
か

▼
私
は
曽
祖
父
か
ら
教
え
ら

▼
私
は
曽
祖
父
か
ら
教
え
ら

れ
た
「
言
葉
に
は
言
霊
が
宿

れ
た
「
言
葉
に
は
言
霊
が
宿

っ
て
い
る
」
と
い
う
セ
リ
フ

っ
て
い
る
」
と
い
う
セ
リ
フ

を
思
い
出
し
ま
す
▼
次
は
ど

を
思
い
出
し
ま
す
▼
次
は
ど

の
よ
う
な
願
い
や
意
味
が
込

の
よ
う
な
願
い
や
意
味
が
込

め
ら
れ
る
元
号
に
な
る
の
か

め
ら
れ
る
元
号
に
な
る
の
か

…
楽
し
み
で
す
。

…
楽
し
み
で
す
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

寄
せ
つ
け
な
い
の
で
す
。
鎌

寄
せ
つ
け
な
い
の
で
す
。
鎌

倉
幕
府
の
裏
鬼
門
（
南
西
）

倉
幕
府
の
裏
鬼
門
（
南
西
）

を
守
り
、
今
の
世
に
も
往
来

を
守
り
、
今
の
世
に
も
往
来

す
る
人
々
の
安
心
を
見
守
っ

す
る
人
々
の
安
心
を
見
守
っ

て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

て
下
さ
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

各
寄
木
造
、
玉
眼
、
彩

　

各
寄
木
造
、
玉
眼
、
彩

色
。
像
高
（
吽
行
）
２
８
８

色
。
像
高
（
吽
行
）
２
８
８

・
５
㎝
。
江
戸
時
代
。

・
５
㎝
。
江
戸
時
代
。

募
金
で
ベ
ト
ナ
ム
に
建
設
さ
れ
た
校
舎

募
金
で
ベ
ト
ナ
ム
に
建
設
さ
れ
た
校
舎

折り紙で交流折り紙で交流

慈善茶会のチラシ慈善茶会のチラシ

鎌
倉
学
園

鎌
倉
学
園  

校
内
募
金
で
国
際
交
流

校
内
募
金
で
国
際
交
流

鎌
倉
青
年
会
議
所

鎌
倉
青
年
会
議
所

第第
5050
回
慈
善
茶
会

回
慈
善
茶
会  

大
仏
殿

大
仏
殿

日
本
の
伝
統
文
化
の
紹
介
も

日
本
の
伝
統
文
化
の
紹
介
も

５５月月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（8181）

本
覚
寺
・
金
剛
力
士（
吽
形
）立
像

本
覚
寺
・
金
剛
力
士（
吽
形
）立
像

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

ベ
ト
ナ
ム
の
小
学
校
に
校
舎
寄
贈

ベ
ト
ナ
ム
の
小
学
校
に
校
舎
寄
贈
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